
LiDAR搭載UAVによる安全な事業計画策定及び実行について

大澤木材株式会社 野上 一平
根釧西部森林管理署 三田 武 見付 亜那

研究の背景･目的

令和３年度、根釧西部森林管理署発注の保育間伐等事業において、事業実行前の人力踏査中にヒグマに
襲われる労働災害が発生しました。本災害を受け、人力踏査に代わる安全かつ効率的な調査手法として、
LiDAR搭載UAVを活用した事業計画策定及び実行について発注者・請負者共同で検証しました。

まとめ・今後の展開

◆LiDAR搭載UAVによる調査では、既設作業道の確認や新設作業道の検討がスムーズになり、人力踏査と比
べて現地調査等の作業時間が90％以上短縮され、安全性・効率性が大きく向上しました。また、QGISによ
る情報管理に一元化したことで、発注者・請負者双方にとって大幅な事務改善につながりました。
◆今回の調査地では、森林作業道の線形の計画変更は１%未満であり、本手法は事業計画として十分活用
可能でした。さらに、現在地や線形・地形、伐区等をオペレーターが手元で確認できるため、事業実行の
際にも安全性・効率性の向上が見込まれると考えます。

以上のことから、LiDAR搭載UAVを活用した森林作業道の検討や事業計画の策定は非常に有効な手段であ
り、今後はより積極的な活用を進めます。また、同時に取得したデータの多様な活用方法についても検証
していきます。
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研究の内容・成果

■大澤木材株式会社（請負者）では、LiDAR搭載UAVにより取得した点群データからCS立体図を作成し、既
設森林作業道の線形や林地傾斜、伐採列方向などを把握することで、効率的に森林作業道等の設計計画を
策定しました。現場では重機の操縦席にiPad（GPS搭載タブレット）を取り付け、Qfield（QGISと互換性
のある地図アプリ）で各情報（現在地、計画図、微地形等）を表示させ、事業実行をサポートしました。

■根釧西部森林管理署（発注者）では、QGISによる効率的な森林情報管理を進めました。これまで書面で
管理されていた森林作業道の情報を電子データで受け取れることで、これらのデータを事業計画書および
実行結果図としてワンステップで利用できます。また、QGIS上で小班単位の作業道延長を自動で計算でき
るため、情報管理における正確性と事務効率が大幅に向上しました。
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